奈良地区　南ブロック

Ａ　長期計画(課題)

　　１ 宣教・司牧活動は、あくまで「宣教司牧チーム」(ブロック会議)がブロック方針決定機関に

　　　 になる

　　　　　　信徒が奉献生活者・司祭の指導に依存する旧来の体質から脱皮して、キリストによって

　　　　　　派遣されている共同体のメンバーとしての自覚のもとに、奉献生活者・司祭と協働して

　　　　　　福音宣教の使命と責任を分担していかなければならない。

　　２ ブロック共同体の自主性や一体感を促進するために、様々な教会活動を共同企画し参画する

　　　 ように、ブロック規約を制定する

　　　　　　すべての信徒が、ブロックと各小教区との関係を理解し、ブロック会議及び担当チームの

　　　　　　さまざまの役割と責任を認めるように、説明しなければならない
３ ブロックの各小教区内の組織が「役員会」制度から「宣教チーム」制度に変わる

　　　　　　｢宣教司牧チーム｣合議体がこの機能を発揮して行くために、ブロック会議と各小教区間の

　　　　　　調整・コミュニケーションを改善しなければならない。
　　４ 福音宣教を進めるために各種の小グループを育成する信仰共同体になる

　　　　　　信徒ひとり一人が参加できる各小教区内の小グループ(祈り、聖書、奉仕等々)を育成する

　　　　　　ことの上で、各小教区ができない活動のため、ブロックレベルで小グループ(滞日外国人、

　　　　　　キリスト教入門講座、子供信仰養成、冠婚葬祭を統一化等々)も育成しなければならない。
